
（ケース学習）毎週偏頭痛の社長／ケース分析と統合         荻野哲也 

 

○主訴＝毎週木曜日に起きる偏頭痛 

 

＜前分析＞ 

① 印象＝素朴・青年のよう・コツコツ・真面目・頑固 

② 健康度＝7~8 

③ 予後 

◎良いレメディが見つかったら・・・ 

偏頭痛をはじめ、身体症状は軽減してゆく。従来以上にパワフルになり、自分のやり

たいことを自分のやり方でマイペースで推し進め、家族も会社の経営もより健全にな

ってゆく。 

 

◎良いレメディがなかったら・・・ 

毎週、木曜日に起きる偏頭痛は続き、他の身体症状も加齢とともに悪化してゆく。 

身体的な乱れから、持ち前のコツコツの貼り強く乗り越えて行く対処法も充分に出来

なくなって行く可能性がある。 

 

④ 急性か慢性か＝慢性 

⑤ 治癒を妨げているもの＝無し 

⑥ 親和性（部位）＝頭部・耳・心臓・腸。 

⑦ マヤズム傾向＝Psora 

⑧ 全体性＝１つ 

⑨ バイタリティー＝8～9 

 

 

＜分析～特徴的な症状をピックアップして眺めてみる＞ 

 

身体症状 

◎高血圧／ストレスから 

◎偏頭痛。何故か毎週木曜日に起きるパターン。（疲れ？） 

◎寒がりで冷え症。足首から先の足裏が時に冷える。 

◎汗もよくかく。カレーなどを食べると頭も全身も汗だくになる。 

◎心臓。時々動悸がする。リラックスしている時にそうなる。原因は思い当たらない。 

◎腸。便秘気味。昔は下痢と交互にあった。 

◎耳。何故か最近、右耳だけが聞こえにくい。 

◎睡眠。心配事があると夜中に目覚めて眠れなくなる。 

 

 

精神症状～全体的に健康度が高い。現在は精神的に病的な点は少ないので、その特徴的な

点を見てゆく。 

 

◎何事に対してもコツコツと取り組む。それを地味に粘り強く続けて行くことで乗り越え

て行く。 

◎一人で抱え込み過ぎることはない。皆で一緒に立ち向かって行く。 



◎非常に謙虚な態度で、周りからの励ましとサポートを必要としている。 

◎素晴らしいと思う人（稲盛さん等）に心酔して、拠り所としている。 

◎仕事中毒。 

◎他者からの指示を受けるのは苦手。自分のやり方を自分で考えてマイペースで進めて行

く。 

 

＜統合してみると＞ 

（高血圧・動悸・偏頭痛・末端の冷え＝循環不全が起きていると受け止められるが、定か

ではないので、個々の身体症状として見てゆく） 

・高血圧 

・周期的な偏頭痛 

・多量の発汗 

・不定期な動悸 

・便秘傾向 

・右耳が聞こえにくい。 

・寒さで悪化。足が冷えやすい。 

・不安からの不眠。 

 

・問題への対処法は、コツコツ、自分のやり方で、粘り強く継続してゆく。そして、一人

で抱え込むのではなく、周りからのサポートを得ながら、皆で一緒に乗り越えて行く。 

・仕事中毒。 

・非常に怖がり／犬、ホラー映画 

 

◆統合すると・・・ 

 

・上記の身体症状を持った人 

・症状も生き方もコツコツと表現する人 

・素晴らしい人に惹きつけられ、心酔する人 

・周りとは距離を置いて、マイペースでコツコツと確実に実行してゆく人 

・仕事中毒な人 

・非常に怖がり（犬・怖いシーンを見ることが出来ない）な人 

 

・・・こういうレメディを探す。 

 

 

以上 


